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＜連絡事項＞
・特記事項なし。

＜患者様連絡事項＞
・特記事項なし。

＜要注目患者様＞	
・泉川　ケイ子様～朝食拒食するも気分高揚感みられ、余暇はホールで過ごしている。声高さや高笑い見られているが、他者トラブルや問題行動なし。

・十日市　利喜様～呼吸促拍あり呼吸苦訴えるも酸素飽和濃度93％を維持している。各食全量摂取し日課は自分のペースでゆっくり行っている。

・若沢　広志様～適度に他者交流見られ静穏にすごされている。問題行動や不安感、希死的言動はない。

＜田名部Dr.診察情報＞
・泉川　ケイ子様～「食事を摂らない事でおかしくなった」「ここがどこかわからなくなった」と訴えあり。苛々から時々叫びたくなる、薬は必要かなどの訴えもあり、主治医から必要最低限の量で調整しており、頚椎症の薬も処方している事を伝えると「体操も頑張ります」と機嫌良く話している。
　　　　　　　　　指示・処方変更なし。

・吉田　守幸様～自ら「ご飯が足りない」と訴えあり。プリックゼリ－食の為現在の量で経過観察となる。

・赤石　陽介様～眠気が辛いと訴えあり。リスペリドンOD錠1㎎ 1 錠  1×1/夕食後中止、ユーロジン2㎎錠 1 錠 →ブロチゾラム（0.25）1T 1×1/就床前に変更処方となる。

・谷地　寿梨様～立ち上がる瞬間に下肢の間隔がない感じや右股関節に痛みが走ると訴える。1/20（月）下肢部-股関節X-P　2R（正面、斜位）撮影指示あり。臨時薬セレコキシブ錠100㎎ 2 錠 2×1/朝夕食後再処方となっている。青山荘では食事をよそう行動が大変との事で、出来ないことは無理せず行動を止めたり、頓服を使用する等で対応していくよう主治医から説明を受けている。
 
・成田　富士子様～指示・処方変更なし。

・高橋　伸治様～貧血にてフェロミア処方について主治医から説明を受けている。

・板橋　利美様～主治医からも作業療法参加するよう説明を受けている。

・畑中　成夫様～特定女性患者様に声を掛けていた理由について小説の内容について話したかったと言い、幼少期からスッキリしない内容について語っている。指示・処方変更なし。

・森田　清助様～排尿困難の症状なし。水分を摂るようにしていると言う。早めの退院も考えたい、甘えてばかりいられないと言うが主治医から無理せずしっかり退院後のサービス調整を行ってから退院するよう説明を受けている。
　　　　　　　　1/16採血結果でロスバスタチン中止となっている。

[bookmark: _GoBack]・久保　興介様～最近興味のある音楽について話し、不調の訴えなし。青山荘体験利用に関連した不調の訴えなし。指示・処方変更なし。

・島守　淳様～幻聴に左右された行動あり、レキサルティOD錠（0.5）1T 1×1/夕食後増薬となっている。主治医より採血検査結果、糖尿病も改善されていると説明も受けている。

